
  福島、そしてチェルノブイリ後のベラルーシ。 

  国境を越え、母たちは、“希望”を選択し、自分たちの足で立ち上がった。 

  福島原発事故後、事故による影響は安全である・危険であるといった議論 

  はあるが、その影響を受けた場所で、懸命に生きようとしている人々がいる。 

  福島とベラルーシのお母さんたちの小さな声が国境を越えて響きはじめる。 
 

 

 
 
 
 

 問い合わせ先↓ 
   ＊ peacerikkyo@ml.rikkyo.ac.jp     （立教人の会） 

   ＊ 070-1451-4386             （としま9条の会 戸田進） 

   ＊ 090-3532-2687         （としま9条の会 波磨眞人） 

  主催：立教大学ESD研究所・安保関連法に反対する立教人の会・としま9条の会（共催） 

連続企画第２弾 

７月１０日（月） １８:３０開演〜 ２０:４５ 終了予定 

立教大学池袋キャンパス８号館８１０１教室 

参加無料・予約不要 お気軽にご参加ください 


